
文部科学省ホームページ「学習指導要領ウェブサイト」http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/index.htm

お話をうかがいました
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教育社会学、東洋大学教授。
著書に『格差社会における家
族の生活・子育て・教育と新た
な困難』（共著、旬報社）、『公
教育の無償性を実現する』（共
著、大月書店）、『ペタゴジーの
社会学』（共著、学文社）など。

これまでの「知識を積み重ね
る」学習の仕方から、「考える
力、学んだことを生かせる力」

を育むことが重視されます。これは国際的
な学力テスト（PISA）に合わせた学習指導
要領の改訂だといえます。こうした動きは
新しい経済政策への、教育の従属だという
批判があります。よりいっそう学力向上に
追い立てるような、教育現場にならないか
と危惧しています。

はい。じつは所得の減少は、
終身雇用の崩壊や、非正規雇
用の広がりなどにより、誰にで

も起こりうることです。けれど、子どもには
きちんと教育を受けさせたい、というのも親
心ですよね。
そもそも、日本は義務教育にかかる私費負
担が多いのです。たとえばドリルなどの学
用品の私費負担は、給食費を入れても学
校運営費の６割を占めます。
所得が低い家庭には就学援助制度がある

のですが、そもそもその基準となる生活保
護が引き下げられたこともあり、対象となる
家庭が減っているのが現状です。
ただそれを解決していこうという動きも。
PTAが中心となり、学用品や制服のおさが
りを利用したり、学校事務職員※たちが「さ
んすうセット」などを公費で学校備品とし
て購入し、生徒が使える形にしたり。みな
さんが声をあげることで、変えられることも
多いと思います。たとえば、給食費の無償化
を実現した自治体もあります。

残念ながら「親の収入と子どもの学力が比例する」という相関
関係が、全国学力テストの分析で明らかになりました。第一に、
子どもの貧困や格差社会を変えていくことが必要です。我が
子の学力が気になるのはもちろんですが、まずは子どもが自分
を愛する力、「自己肯定感」を育むことです。そのためには、子

どもをのびのびと育て、子どもに「気にかけているよ、大事に思っ
ているよ」と伝えることが、なによりも大切です。
さらに親だけなく、地域やNPOが子ども食堂や学習支援など、子
どもの居場所づくりに取り組んでいることをご存知でしょうか。そ
ういったなにか「希望」があれば、子どもは本来持っている力を伸
ばしていけるのではないでしょうか。

※小・中学校など教育機関で事務を担う専門職。
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教育費の負担は大きな問題ですね。

グローバル化や急速な情報化、技術革新など、社会の変化を見据え、

「生きる力」を伸ばすことを目的に、
2008年に文部科学省が改訂した小・中学校の「学習指導要領」。

それがさらに2020年に改訂されます。

また、センター入試が2020年を最後に廃止されるなど、

これからますます

子どもを取り巻く教育の環境は変わっていきます。
子どもの7人にひとりが貧困であると言われ、

子どもを取り巻く環境そのものが変わってきている現状について、

教育社会学が専門の小澤先生に伺いました。

ささえあい・学びあい・たすけあう
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発行元
パルシステム共済生活協同組合連合会 管理部

パルシステム共済連通信
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力
次回は7月4回です
（7/8～12配付）

特集テーマ
「健康維持とたすけあい
活動助成金報告」
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幼稚園～高校は、文部科学省「平成28年度 子どもの学習
費調査」、私立大学は「平成29年度 私立大学入学者に係
る初年度学生納付金平均額の調査結果について」より作
成。国立大学の授業料、入学料は、平成29年度の標準額

※

教育にかかる費用一覧
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学校教育費 計
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学校外教育費 計
（b）

教育費合計
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1年あたり
金額

25万円

40万円
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いまどきの教育費の考え方。

近は自治体ごとに私立高校でも入学金・
授業料の補助制度が充実してきました。

自治体によって利用できる条件がかなり異なる
ので、事前にHPなどでしっかりチェックして、進
学先の選定などにうまく活用しましょう。
このほかにも、国からもらえるお金の代表として
「児童手当」があります。これは生まれた時点か
らずっと積み立てることで、高校受験の頃には
200万円前後のまとまった資金に。なので、支給
されても使ってはだめですよ！
大学進学の際に資金が足りなかったら… 奨学金
（貸与型）や教育ローンもありますが、これは借
金です。返済に苦労するケースも増えています
ので、学校が用意している補助や免除などさま
ざまな制度を活用し、できるだけ借りずに進学す
る方法を考えましょう。

私自身も2人の子どもを育てました。
その経験からも、ぜひ、保護者のみなさんから子どもたちへ伝えていただきたいことがあります。
それは「教育を受けられるのは“恵まれている”ことだ」ということです。
昔も今も家庭の事情による教育格差はあります。受験ができる、進学できる、塾へ通える…というのは
普通のことではないと、子ども自身が心に留めて育っていってほしいです。

子どもの成長を願ううえで切り離せないのが「教育」。
親の思い、子どもの希望、そして教育にかかる費用…
さまざまな要素が絡み合い、頭を悩ませている方も多いのではないでしょうか。
今回は「教育費」について、お金の専門家であるFP（ファイナンシャル・プランナー）に
お話をうかがいました。

FPに聞きました

育に必要な費用は、単純に入学の際に必要な学費だ
けではありません。学費、塾代、習い事や部活にかか

る費用…、子どもの進路に合わせてこれらを総合的に考え、
用意する必要があります。
そのなかでもポイントになるのが「塾」の存在。いまは小学
校高学年くらいから塾に通う子が増え、受験前は多くの子
が塾へ入るようです。
最近の塾は学力の補強はもちろんですが、受験に関する情報
を得る場としての役割もかなり担っています。受験は情報収集
と戦略がとても大切です。受験校の入学金や学費の免除・補
助制度の有無、希望校から大学への推薦の条件、学校の雰囲
気など、さまざまな情報を知ったうえで進路をどのように描くか
が大切です。そういった意味でも、情報を集める手段として塾
も含めて教育費を考えてみるとよいかもしれません。

補助制度をよく調べて活用

最

さ ごい に…

教

都市銀行、会計事務所、独立
FP会社勤務を経て2001年に
FPとして独立。「損得ではな
い安心して暮らすためのプラ
ンニング」をモットーに活動中。

お話をうかがいました

山田 静江さん
CFP®認定者
一級ファイナンシャル・
プランニング技能士

埼玉県ホームページ「私立学校の父母負担軽減事業について」より抜粋

※満たしている条件により補助金額は変わります。

※ 目安年収はモデル世帯（夫婦片働き・子供2人（高校生1人、中学生1人））の場合

平成30年度  埼玉県私立学校  学費軽減補助
補助金額の内訳

目安年収

補助金額

118,800円

378,000円

578,000円

678,000円

国の
就学支援金
（2.5倍加算）
297,000円

県の補助額
81,000円

県の補助額
140,400円

県の補助額
199,800円

県の補助額
199,800円

県の補助額
259,200円

県の補助額
259,200円
※私立高校生、
大学生等が3
人以上いる世帯

国の
就学支援金
（2倍加算）
237,600円

国の
就学支援金
（1.5倍加算）
178,200円

国の
就学支援金
（1.5倍加算）
178,200円

国の
就学支援金
118,800円

国の
就学支援金
118,800円

国の
就学支援金
118,800円

約250万円 約350万円 約500万円 約590万円 約609万円 約720万円 約910万円

県の補助額
200,000円

入学金補助

授業料補助

施設費等
納付金補助

県の補助額（新入生のみ）
100,000円

受験はどれだけ情報を集められるかがキメテ

私は埼玉県に住んでいるので、埼玉県が設けている補助制度をご紹介しますね。
たとえば年収が500万円の家庭の場合、最大で年に約67万円の補助を受けられます。



育費について頭を悩ませる組
合員に対し少しでもお役に立た

ちたいと、パルシステム茨城 栃木では
定期的に学習会を開催しています。
学習会ではまず、LPA（ライフ・プラン・
アドバイザー）※より、教育進路別に一
般的な子どもの教育費がどれくらい必
要かをお伝えします。そのうえで、実際
にそれぞれの家庭に合わせた“”教育
イベント表”を組合員自身が作成して
具体的な金額の見える化を図り、最後
に教育資金準備をどのように考えるか
についてを学びます。
参加した組合員からは、「実際にシミュレーションをしてみると面白かった」
「母の積立のありがたみを感じ、受験に失敗ばかりして苦労をかけたこと
を反省しました」などの声が寄せられました。

考えよう！ わが家の教育費

防災の基本のキ
～日頃の備え（前編）～

いま大きな地震が起きたらどうしますか？
日頃の備えがあれば大丈夫。

特別なものがなくても、工夫すれば使えるものがいっぱいです。

（パルシステム茨城 栃木  ライフプランニング活動）

懐中電灯は各部屋に。
とくに寝室は枕元に常備しましょう。

予備電池も忘れずに。

割れたガラスや壊れた物の上を歩くため、
スリッパや運動靴を各部屋に置きましょう。

タンスの前に細長い木片や
新聞紙を挟んで

少し後ろに傾けるだけで
倒れにくくなります。

テレビなどの家電は
大きな揺れで滑って
飛んできます。

固定するかすべり止めマットを。

日頃の備えで防災・減災 Vol.●日頃の備えで

特別連載スタート！

※LPAとは
生協の全国組織である日本コープ共済連が実施する「LPA養成セミナー」を修了・合格した組合員。また
はFP2級以上のファイナンシャル・プランナー資格を自ら取得し一定の研修課程を修了した組合員。

2018年は地震・台風などが多く発生しました。そんな大きな自然災害に対して
日頃からできることを中心に、防災・減災に関する情報を6回連続でお届けします。
情報は女性防災クラブ平塚パワーズ発行の
「防災 減災 パワーズブック」から抜粋してご紹介しています。
●女性防災クラブ平塚パワーズ
平成8年、神奈川県平塚市で結成されたボランティア団体。防災知識・技術
の向上を目指し、地域の防災訓練への参加や各種イベントでの防災啓発など、
女性のパワーを生かした防災活動を行っています。

1

夜の災害、懐中電灯で救われる

スリッパがなければ歩けない

家具の転倒防止にひと工夫 テレビが飛ぶ！

パルシステムでも
「教育費」に関する学習会を

行っています

教




